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これまで第26，27，28号の⚓号にわたって編
集長を務めてきましたが，その中で幾つかの試
みをしました．ひとつ目が前号から復活した編
集後記です．ふたつ目が公開時期の追加です．
これまで本誌は年⚒回，⚖月頃と 12 月頃に発
行していました．しかし投稿機会を増やすため
に今後は年⚔回，およそ⚓～⚔ヶ月ごとに公開
の時期を設定することにしました．具体的に
は，本号では先行pdf 公開を10月に，後続pdf
公開を⚓月とし，双方まとめた冊子を⚓月に発
行しました．なお，これに伴い掲載順が変わっ
ています．これまでは論文・報告・ノートの種
別順でしたが，これからは種別に関係なく，採
録順となります．JJSC では引き続き冊子も印
刷していきますが，長期的にはオンラインを中
心としたジャーナルに移行していくことになる
でしょう．

一方，前号に対するアドバイザーからの御指
摘にもあったように，論文が掲載されていない
こと，論文・報告・ノートの種別の位置づけ不
明瞭さは未解決のままです．紙面は限られてい
ますが，ここで簡単に種別について述べたいと
思います．まず「論文＞報告＞ノート」という
価値の順位はない，ということを強くお伝えし
ます．それぞれは別の方向性をもつ論考です．

「論文」とは科学技術コミュニケーション論に
おける問いがあり，それをデータや事例，理論
に基づいた考察で明らかにして新規の知見を目
指そうとするものです．「報告」とは単なるイ
ベント報告ではなく，従来の事例を踏まえた上
で，どこが新しく，今後実践や研究を深める意
義があるのかを一定程度の分析をもとに示すも
のです．拙稿「包摂的／再帰的サイエンスコ
ミュニケーション研究をめざして」（サイエン
スコミュニケーション9(2)12-17, 2019）も参考
にしていただければ幸いです．

本号で編集委員長を退任しますが，次号から
は一委員として引き続き JJSC に貢献したいと
思います． 川本 思心（編集長）

JJSC28 号が完成しました．本号は前号に引
き続き，緊急小特集「新型コロナウイルス感染
症の世界的流行と科学技術コミュニケーショ
ン」が組まれ，緊急小特集ノートが⚒報掲載さ
れました．室井宏仁氏らによる「COVID-19感
染拡大下における博物館施設のオンライン発信
の傾向と分析」はCOVID-19の流行下で新しい
情報発信の工夫が模索されていること，木村祐
哉氏らの「新型コロナウイルス感染症がペット
飼育者にもたらす心理・社会的困難」は飼い主
がペットのウイルス感染に対して不安を抱いて
いることを明らかにしています．どちらも新型
コロナウイルスと社会に関するリアルな記録で
す．

本号はノート⚑報，報告⚓報を採録しました．
仲居玲美氏らの「綿毛を取り扱うアート作品を
通じた生命の表現について」は鑑賞者の多様な
生命観が作品の言語化から浮き彫りになること
を示しています．木村成介氏らの「多様な視点
からトランスサイエンスについて考えるサイエ
ンスイベントの設計と実践」は 2019 年に
CoSTEP の演習で実施したワークショップの
過程をデータ化し，綿密に分析しています．玉
澤春史氏らの「宇宙政策を扱う対論型サイエン
スカフェ」は先端科学技術の実装における市民
の民主的参加に係る重要な知見を明らかにしま
した．久保田祐貴氏らの「参加者の自発的交流
と参画を促す科学技術コミュニケーション」は
参加者同士の対話を創発するための工夫が示さ
れていました．このように本号の論考では，対
話の場のデザイン関するユニークな考察が展開
されています．

JJSC29 号の小特集は「オンラインを用いた
科学技術コミュニケーション」を企画していま
す．直接会えない人との対話を可能にするオン
ラインデバイスは今後の科学技術コミュニケー
ションの鍵になると思われます．多彩な論考を
ご期待ください． 種村 剛（副編集長）
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